
 

      青森県立高等学校魅力づくり推進計画基本方針の修正内容 

 

項 目 基本方針（案） 基本方針（成案） 

はじめに  

 

はじめに 
 

（略） 

そこで、県教育委員会では令和５年５月、令和１０年度以

降の魅力ある県立高等学校の在り方について検討することを

目的に、本県の高等学校教育に関する知識・経験を有する有

識者で構成する青森県立高等学校魅力づくり検討会議を設置

し、約２年にわたる延べ３８回の会議を経て、令和７年２月

に検討結果報告書（以下「報告書」という。）を提出していた

だきました。 

《修正後》 
 

はじめに 
 

（略） 

そこで、県教育委員会では令和５年５月、令和１０年度以

降の魅力ある県立高等学校の在り方について検討すること

を目的に、本県の高等学校教育に関する有識者で構成する青

森県立高等学校魅力づくり検討会議を設置し、約２年にわた

る延べ３８回の会議を経て、令和７年２月に検討結果報告書

（以下「報告書」という。）を提出していただきました。 

修正理由 文言修正。 
 



項 目 基本方針（案） 基本方針（成案） 

第１ 計画

策定の趣旨 

 

１ 高等学

校教育を取

り巻く環境 

（P2） 

 

 

 

 

【令和７年３月から令和１９年３月までの中学校卒業（予定）者数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《修正後》 

 

【令和７年３月から令和２３年３月までの中学校卒業（予定）者数】 

修正理由 令和１９年の中学校卒業予定者数が、令和９年と比較し、３分の２程度となることが視覚的に理解しやすくなるよう、目盛りの

最小値を０に修正するとともに、今後の生徒数の推移が分かるよう、令和２０年から２３年までの棒グラフを追加。 



項 目 基本方針（案） 基本方針（成案） 

第２ 高等

学校の魅力

づくりに向

けた基本的

な考え方 

 

３ 魅力あ

る高等学校

づくりの３

つの柱 

（P7） 

 

 

 

 

次の３つの柱により魅力ある高等学校づくりに取り組みます。 

柱１ 生徒が「行きたい」と思う各校の魅力づくり 

柱２ 生徒が「学びたい」と思う各学科の魅力づくり 

柱３ 生徒の「行きたい」「学びたい」に応える学校配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《修正後》 

 

次の３つの柱により魅力ある高等学校づくりを推進します。 

柱１ 生徒が「行きたい」と思う各校の魅力づくり 

柱２ 生徒が「学びたい」と思う各学科の魅力づくり 

柱３ 生徒の「行きたい」「学びたい」に応える学校配置 
 

修正理由 文言修正。 
 



項 目 基本方針（案） 基本方針（成案） 

第２ 高等

学校の魅力

づくりに向

けた基本的

な考え方 

 

３ 魅力あ

る高等学校

づくりの３

つの柱 

（P8） 

 

 

 

 

（略） 

█  これらの取組を通して、各校の魅力を高め、生徒が「行

きたい」と思う高等学校づくりに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《修正後》 

 

（略） 

█  これらの取組を通して、各校の魅力を高め、生徒が「行

きたい」と思う高等学校づくりを推進します。 

 

修正理由 文言修正。 
 



項 目 基本方針（案） 基本方針（成案） 

第２ 高等

学校の魅力

づくりに向

けた基本的

な考え方 

 

３ 魅力あ

る高等学校

づくりの３

つの柱 

（P9） 

 

 

 

 

（略） 

 

█  これらの取組を通して、各学科の魅力を高め、生徒が「学

びたい」と思う学科づくりに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《修正後》 

 

（略） 

 

█  これらの取組を通して、各学科の魅力を高め、生徒が「学

びたい」と思う学科づくりを推進します。 

 

修正理由 文言修正。 
 



項 目 基本方針（案） 基本方針（成案） 

第３ 生徒

が「行きた

い」と思う

各校の魅力

づくり 

 

１ 特色化

の推進 

（P15） 

 

 

 

 

（略） 

 

█  また、スクール・ミッションを踏まえながらスクール・

ポリシーやグランドデザインの改善と周知に取り組むとと

もに、ＳＮＳやＷｅｂサイト等での情報発信を行うなど、

各校の特色ある教育活動を分かりやすく発信し、中学生の

主体的な進路選択につなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《修正後》 

 

（略） 

 

█  また、スクール・ミッションを踏まえながらスクール・

ポリシーやグランドデザインの改善と周知に取り組むとと

もに、ＳＮＳやＷｅｂサイト等を活用しながら各校の特色

ある教育活動を分かりやすく発信し、中学生の主体的な進

路選択につなげます。 

修正理由 文言修正。 
 



項 目 基本方針（案） 基本方針（成案） 

第３ 生徒

が「行きた

い」と思う

各校の魅力

づくり 

 

２ 教育活

動の充実 

 

（１）柔軟

で質の高い

学びの推進 

 

② データ

やテクノロ

ジーを活用

した学び 

（P16） 

 

 

 

 

█  デジタル教材や教育ダッシュボードなど各種データやテ

クノロジーを活用し、生徒の進路志望や学習進度、習熟度、

個性等に応じた個別最適な学びと、教室内における生徒同

士だけでなく自校以外の生徒や国外の生徒等と連携・協働

した協働的な学びの充実を図るとともに、専門性を有する

外部人材を活用した高度な学びや多様な学びを積極的に取

り入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《修正後》 

 

█  デジタル教材や教育ダッシュボード等の各種データやテ

クノロジーを活用し、生徒の進路志望や学習進度、習熟度、

個性等に応じた個別最適な学びと、教室内における生徒同

士だけでなく自校以外の生徒や国外の生徒等と連携・協働

した協働的な学びの充実を図るとともに、専門性を有する

外部人材を活用した高度な学びや多様な学びを積極的に取

り入れます。 

 

修正理由 文言修正。 
 



項 目 基本方針（案） 基本方針（成案） 

第４ 生徒

が「学びた

い」と思う

各学科の魅

力づくり 

（P19） 

 

 

 
 

これまで、生徒の進路志望等の多様化に応じて、各学科の

役割を見直すなど、各学科等の充実に取り組んできました。 
一方で、技術革新の急速な進展による Society5.0 時代の到

来等、社会の急激な変化に対応していく必要があります。 
このため、中学生のニーズや本県の産業の方向性等を踏ま

えながら、生徒一人一人が新しい時代に求められる資質・能

力を身に付けるための学びに主体的に取り組むことができる

よう、次の方向性により各学科の魅力づくりを推進します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《修正後》 

 

 

 

これまで、生徒の進路志望等の多様化に応じて、各学科の

役割を見直すなど、各学科等の充実に取り組んできました。 
一方で、技術革新の急速な進展による Society5.0 時代の到

来等、社会の急激な変化に対応していく必要があります。 
このため、中学生のニーズや本県の産業の方向性、地域の

実情等を踏まえながら、生徒一人一人が新しい時代に求めら

れる資質・能力を身に付けるための学びに主体的に取り組む

ことができるよう、次の方向性により各学科の魅力づくりを

推進します。 

修正理由 市町村への意見照会において、「学科の魅力づくりに当たり、地域の実情を踏まえる必要がある。」との意見があったことを踏ま

え、修正。 



項 目 基本方針（案） 基本方針（成案） 

第４ 生徒

が「学びた

い」と思う

各学科の魅

力づくり 

 

３ 総合学

科 

（P20） 

 

 

 

 

█  総合学科においては、将来の職業選択を視野に入れた自

己の進路への自覚を深めることや生徒の主体的な学びが可

能となるよう、基礎的・基本的な知識・技能を身に付ける

学習に加え、将来の生き方や進路について考察する学びの

充実を図るとともに、多様な選択科目の設定に取り組みま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《修正後》 

 

█  総合学科においては、将来の職業選択を視野に入れた自

己の進路への自覚を深めることや生徒の主体的な学びが可

能となるよう、基礎的・基本的な知識・技能を身に付ける

学習に加え、将来の生き方や進路について考察する学びの

充実を図ります。 

█  大学や地域、関係機関等と連携・協働した実践的・体験

的な学びの充実を図り、自己の興味・関心等に応じて柔軟

に科目を選択できる体制の整備に取り組みます。 

修正理由 地区懇談会において、「総合学科の充実を図る学びの内容を明確にすべき。」との意見があったことを踏まえ、修正。 
 



項 目 基本方針（案） 基本方針（成案） 

附属資料 

 

資料１中学

校卒業（予

定）者数 

（P25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《修正後》 

修正理由 今後の生徒数の推移が分かるよう、令和２０年から２３年までの棒グラフ及びデータを追加。 
  


